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昭和38年生まれ。板宿小、飛松中、長田高、神戸大卒。リクルートを経て、アイ・エム・ジェイ
社長に就任し株式上場、ＴＳＵＴＡＹＡやＴポイントを展開するカルチュア・コンビニエンス・ク
ラブ取締役、ＫｉｓｓＦＭ取締役を歴任。映画「るろうに剣心」なども制作。広島県庁や京都府庁
で特別職参与として観光庁長官賞を２度受賞。神戸市長選では僅差で落選するも２０１５年兵
庫県議会議員に須磨区から初当選。地域政党連絡協議会（地域政党サミット）代表も務める。

プロフィール 樫野 孝人 ( かしのたかひと )

具体的なご相談がある場合は、不在やお待たせしないよう事前にお電話をいただけると助かります。

TEL/FAX. 078-734-0407 Mail: info@kashino.net
＊日中、時間がなかなか取れない方からは、メールやFAXでご意見をお受けしています。

〒654-0012 神戸市須磨区飛松町2-5-10 2階お問い合わせ先

本定例会の重要議案は一般会計歳入歳出決算審査です。私は、決算が適正
であったかという観点とは別に、税金を使った結果として成果が上がったか
どうかという点をしっかりチェックしました。その中で、見えてきたものは・・・

9月のフリースクールの勉強会には25名の方にご参加いただき、大変有意義な
会となりました。その中で感じたことは、不登校の原因の奥深さと対応の困難さ
です。しかし、その理解ができれば不登校の子どもと親御さんの希望を見出せる
ことも感じました。
今回は、神戸セミナー校長の喜多徹人さんをお招きして、不登校の原因と対応
について、お話いただきたいと思います。喜多校長は、これまでに18年間不登校
児の大学受験に関わってこられました。これまでの経験に基づいた考えをぜひ
多くの方に聞いていただきたいと思います。
人数に制限がありますので、ご興味のある方は、是非お早めにご連絡ください。

総括として◎と○が７７．９％、この数字を聞くと何となく「よく頑張った」ように感じます。しかし、この４８３事業には「実施
すれば達成」となる行動目標と、「実施した結果どういう成果が上がったのか」という成果目標が混ざっており、特に重
要施策の成果について具体的にみてみると、とても満足できるものではありません。

この状況で「約８割の事業が○、概ね達成できている」と
総括して、今後１０年が今の延長戦上で執行されるので
はなく、危機感と緊張感とスピード感を持って、重要施
策は必達してもらわないと兵庫県の未来が心配です。
そんな考えで議案に反対しました。反対したのは私と共
産党だけ。他会派は今のままで本当に良いと思っている
のでしょうか・・・。
当局に対して追認議会と言われないように、「言
うべきことは言い、時には伝家の宝刀を抜く与党
会派」であってほしいと思います。

地域創生が重点施策である平成２９年度の「活力ある兵庫実現プログラム」の取組状況は、
４８３事業の達成状況を◎、○、△、▲の４段階で評価しています。

目標を超えて達成
【達成率１００％以上】

第341回定例会 平成29年度決算審査

出生数

病児病後児保育施設数：達成率３１．８％
人口の転出超過数：目標1,952人
空き家活用助成件数：達成率４１．８％
結婚支援による成婚数：目標200組 156組
待機児童数：目標１,１３７人
特別養護老人ホームの床数：達成率５３％
がん診療連携拠点病院数：達成率0％
本社機能立地件数：目標10件
潜在介護士の再就職支援：達成率74.3%
中小企業育児・介護代替要員確保の支援助成件数：達成率48%
外国人観光客数：目標180万人
スクールソーシャルワーカーを
配置する中学校区数：目標５６校区

シカの捕獲：目標４５,０００頭 ３７,６７６頭
森林管理の間伐：目標６,０２４ha 3,282ha

新規就農者：目標４００人 279人

157.8万人

41校区

5件

１,９８８人に増加

結果6,657人
目　  標 結果（成果）
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県内就職率
県内大学卒業生の

改修補助戸数
病院事業の損益

体感治安の向上
大学入試志願者倍率

住まいの耐震化の

合計特殊出生率
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以下の事業は本当に以下の事業は本当に ？？以下の事業は本当に

重要な施策がかなり未達成だと私は思います。重要な施策がかなり未達成だと私は思います。重要な施策がかなり未達成だと私は思います。
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と が77.977.977.9 総括「概ね達成」って
本当ですか？
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%・・・ 目標をやや下回る
【達成率７０％から９０％未満】・・・
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〈講師〉
喜多徹人氏

日時/平成30年12月15日(土)13:30～15:30
場所/神戸市西区区民センター

info@kashino.net まで
定員/30名

【お申し込みは】
お名前、ご連絡先をご記入の上、メールにてお申し込みください。

参加費/無料

流出！
3倍以上も



行財政構造改革委員会で、この１１年間の（平成２０年から平成３０年）の取り組みを審査
し、次の１０年の行革プランの策定を行いました。

10年これでホントに大丈夫？次の
今後10年の 行財政改革プラン行財政改革プラン行財政改革プラン

まだまだ、
しんどい！

財政状況
兵庫県の

年度決算が１,２８０億円の赤字から収支トントンに。

良かった点・良かった点・がんばった点がんばった点

問題点問題点

心配な点心配な点
教員が２３６人減、警察１０７人減で現場は大丈夫？

財政上財政上の積み残し課題！積み残し課題！

新たな自主財源の構築。

年４４,０００人の出生数目標が平成２９年は４２,１９８人。

新たに発行した借金退職手当債や行革推進債
残高が約２,９００億円も。

全体的に「身を削る改革」をよく辛抱して
頑張ったと思います。
ここは素直に評価したいと思います。

全体的に「身を削る改革」をよく辛抱して
頑張ったと思います。
ここは素直に評価したいと思います。

1

８,４６０億円あった震災関連
県債残高が３,６１５億円に
大幅縮小。

職員数も１０,６６４人から
７,４５７人へ約３０％も削減。 新規拡充事業２,２１９億円

―廃止した事業４,０９６億円
＝▲１,８７７億円削減

給料も平成２０年から７年間２．５％～７％
カットを実施。
（平成２７年から段階的に戻しています）
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人口を５,１４０人増やすつもりが、６,６５７人減少。3

4

訪日外客数も平成２９年目標１８０万人に対して１５８万人、
県内観光入込客数も平成２９年目標１億４,３３０万人に対
して、１億３,９０５万人と未達成。

4

5

行政の収支均衡、いわゆる黒字は県債の発行が「収入」と
なるので、民間企業で考える黒字とは全く違います。操作
できる「黒字」とも言えます。
そういう意味では、本来「職員の退職金は支払い時期ま
で年度ごとに積み立てておくべきお金ですが、その積み
立てができず、先送りの借金でまかない、それがこんなに
も溜まってしまったのは大きな課題です。

借金返済を頑張り、財政再建を軌道に乗せた反動というか、地域創生
面の予算が充分ではなかった？ために、各種データが示す通り、他府
県に比べ取り残され感が出てきています。
しかし、今後大幅な増収が見込めるとは思えず、「少ない予算で大き
な成果」を生み出す業務改革・生産性改革を従来とは違う知恵と工夫
でやっていかないといけないと思います。

行政の収支均衡、いわゆる黒字は県債の発行が「収入」と
なるので、民間企業で考える黒字とは全く違います。操作
できる「黒字」とも言えます。
そういう意味では、本来「職員の退職金は支払い時期ま
で年度ごとに積み立てておくべきお金ですが、その積み
立てができず、先送りの借金でまかない、それがこんなに
も溜まってしまったのは大きな課題です。

借金返済を頑張り、財政再建を軌道に乗せた反動というか、地域創生
面の予算が充分ではなかった？ために、各種データが示す通り、他府
県に比べ取り残され感が出てきています。
しかし、今後大幅な増収が見込めるとは思えず、「少ない予算で大き
な成果」を生み出す業務改革・生産性改革を従来とは違う知恵と工夫
でやっていかないといけないと思います。

これだけ頑張って借金返済をしても、まだ４兆円以上の県債残高
です。県税収入は約８,０００億円ですからその５倍の借金です。臨
時財政対策債はそのうち国が返してくれるとはいえ、国も決し
て財政状況が良いわけではなく、いつルール変更があるかわか
りません。臨財債は返してくれても地方交付金を減らされる可能
性もありますし。過去の課題投資のツケをまだまだ背負ってやり
くりしないといけない１０年になるのは間違いないと思います。

震災関連県債残高約３,６００億円と退職手当債+行
革推進債約２,９００億円の計約6,5００億円を次の１０
年で返済しないといけない。

長期保有土地（３,０５５億円分）の売却や、企業庁の
進度調整地を県有環境林に戻す場合の用地取得や
開発当時の経緯、責任の在り方の検証、時価評価額
の透明化。
１０年前の計画時より実際には３,０００億円も県税収
入が減った現実を直視し、今後の１０年も現実的な
県税収入鵜見込みによる財政フレームの構築。

臨時財政対策債を含んで４兆１,４２６億円ある県残
高の削減。

かしの

かしの

かしの

新規拡充

廃止

これを私なりに整理し、ポイントをお伝えしたいと思います。これを私なりに整理し、ポイントをお伝えしたいと思います。これを私なりに整理し、ポイントをお伝えしたいと思います。

【訪日外客数】 【県内観光入込客数】

180
万人

－22万人 －425万人
1億
4,330
万人

目標 目標

158
万人

1億
3,905
万人

地域創生的に

8,460億円H20

H30

H20

H30

大幅
縮小！

円3,615億
円2,219億

円4,096億

10.664人
7.457人

削減！ 削減！
約30% 円1,877億

0

+5,140人減少！結果は…

－6,657人

円3,600億約 円2,900億約

円6,500億 を計約 返済！円6,500億

震災関連県債残高 退職手当債+行革推進債

を計約 返済！
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